
健康情報を口コミで広げる
「健幸アンバサダー」を養成

2月1日、地域共生交流施設小星
ベースで、健幸アンバサダー養成
講座を開催し、市民18名（新規：15名、
リピーター：3名）が参加しました。

この取組は、スマートウエルネスコミュニティ（SWC）協議会が行う、健康

に関する正しい知識を家族や友人などの身近な人に口コミで伝える

「アンバサダー（伝道師）」を養成するものです。当日は最新の健康情報に

関する講義をはじめ、筋力トレーニング、心理学・認知学に基づいた心に

届く情報伝達法などを学びました。参加者からは「自分自身が健康に気

を配りながら周りの家族にも健康情報を伝えたい」との感想がありました。

市では、健康づくりの輪を広げる健幸アンバサダーの養成に、引き続き

取り組みます。【問合せ先】美と健康のまち推進課☎52-5730

ジェロントロジーワーク
ショップを開催しました

1月25日、地域共生交流施設小星

ベースでジェロントロジー市民

アンバサダー15名が参加し、ジェ

ロントロジーワークショップを開催

しました。

ジェロントロジー総合講座を展開している一般財団法人日本総合研究所

の研究員が進行し、前半は、それぞれのアンバサダー活動の報告を

行いました。後半は、「高齢期に活躍できるまち」やそれを次世代にどの

ように伝えればよいかを考えるためのワークを行いました。若い世代と

どう交流するか、ジェロントロジーをどう普及させるかなど活発な意見

交換が行われました。

※美馬市では、ジェロントロジー総合講座を修了した方をジェロン
トロジー市民アンバサダーとして認定しています。

ジェロントロジーとは、「人生100年時代」を生き抜くために必要な
知識や知恵を様々な分野から幅広く学び生かす学問です。ジェロン
トロジー総合講座ではその基礎が学べます。皆さんもジェロン
トロジーを学んでみませんか？
【問合せ先】美と健康のまち推進課☎52-5730

100 歳おめでとうございます

令和7年2月に次の方が100歳を迎

え、県と市から祝い状等が贈られま

した。おめでとうございます。

島川カヨ子さん

（大正14年2月7日生、伏飛）

六車明春さん

（大正14年2月10日生、清水上）

吉積トミコさん

（大正14年2月16日生、古屋敷）

藤原清子さん

（大正14年2月18日生、大工町）

沖川フクヱさん

（大正14年2月26日生、共進）

宝くじの助成金で防災用
資機材を整備

コミュニティ助成事業は、宝くじの
受託業務収入を財源として、一般
財団法人自治総合センターが行う
宝くじの社会貢献広報事業のひとつ
です。
今回、芝坂東自主防災会が防災用
資機材を整備しました。今後は、
これらを活用したあらゆる災害想定
訓練を重ねていくことで、災害に
備えた自主防災力の向上が期待
されます。

徳島県キッチンカー協会と「災害時における
キッチンカーによる炊き出し等の実施に
関する協定」を締結

SMBCカップ第 21回
全国小学生タグラグビー大会表敬訪問

大塚製薬株式会社徳島美馬工場が
「日本緑化センター会長賞」を受賞

2月6日、徳島県キッチンカー協会と、「災害時における

キッチンカーによる炊き出し等の実施に関する協定」

を締結しました。この協定は美馬市で災害が発生した

場合に、徳島県キッチンカー協会加盟団体による避難

所等での炊き出しの実施について、必要な事項を

定めたものです。

本協定の締結により、避難所での温かい食事の提供

等を通じ、避難所における被災者の健康管理や避難

生活の『質』の向上が期待されます。

SMBCカップ第21回全国小学生タグラグビー大会

（埼玉県熊谷市）に出場する美馬グランツ（脇町小

4年生～6年生：10人）が市長を表敬訪問しました。

選手を代表して、緒方玲音、髙木結衣両主将が「徳島

県・四国の代表として、美馬市をＰＲし、全国の仲間

と交流してきます。」と抱負を述べました。

2月23・24日に開催された全国大会では、5試合を戦い、

1勝1分3敗という成績を収めました。美馬グランツは、

全国6チームに授与される『石塚賞』を受賞し、徳島県

勢として初の受賞となりました。この賞は、スポーツ

マンシップを発揮したチームに贈られるものです。

大塚製薬株式会社徳島美馬工場が、１月22日に令和６年度緑化優良工場等

表彰（全国みどりの工場大賞）で「一般社団法人日本緑化センター会長賞」を

受賞されました。本表彰は、経済産業省が主体となり、緑化推進に顕著な

功績のあった工場等に贈られるものです。

同社工場は、敷地面積151,587㎡のうち、緑地等の面積が51,888㎡となって

おり、本市が「美馬市工場立地法地域準則条例」で定める基準を超える34％

の緑地等を維持・整備しています。また、美馬中学校の生徒による市の花

「百日紅」の植樹への協力や地元老人会が植樹育成してきた桜並木の保存・

整備、地域の一斉清掃等への参加などの地域貢献活動が評価されました。

広報みま2025年2月号16ページ、「文部科学大臣杯争奪第33回日整全国少年柔道大会」徳島県予選
（小学校5年生の部）優勝者の学校名に誤りがありました。以下の通り訂正し、お詫びします。
誤：正木 湊さん（穴吹小）
正：正木 湊さん（江原南小）
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美馬市立図書館☎53‒9666
開館時間9:00~19:00
休館日：火曜日・第３木曜日

図書館内の展示物は開館時間内
のみ観覧できます。費用の記載がない
イベントの参加費などは無料です。
おはなし会、将棋サロン、出張図書館
の日程は市民カレンダーに掲載して
います。詳しくは図書館の公式ホーム
ページなどをご覧ください。

※3/20（木）は春分の日のため、　
　開館します。20日（木）の開館に
　伴い、3/21（金）が振替休館日と
　なります。予めご了承ください。

手作りのクラフトや絵画、写真な 
どの作品を展示してみませんか?
館内の展示スペースをシェ アして、
作品展を行います。プロの方、趣味
の方を問わず、個人・ 団体どなた
でも出展いただけま す。

<募集について>
3月15日(土)～4月14日(月)／幼児～
一般対象／大人の部・子どもの部
各先着5組程度(美馬市内に在住・
在勤・在学されている方)／出展料
無料
※一組分の展示スペースは、展示
　用パネル 1～2 枚、展示ケース 
　1 台まで。
申込みが必要です。詳しくは
図書館まで。
<展示について>
4月23日(水)～5月19日(月)予定／
図書館エントランス・板間のハコ

市民ギャラリー「Bricolage
(ブリコラージュ) ~みんなの
“てしごと”ギャラリー」出展者
募集!

ギター教室

ギターの基礎と簡単なコードを
練習して、楽しくギターを弾きま
しょう♪
3月30日(日)／14:00～15:30／
講師:三上浩司さん(美馬音楽教室)／
小学生～一般対象／先着15名
※事前申込要(3/15～)
※ギターをお持ちの方は持参くだ
　さい。貸しギターもあります。
　(数に限りあり）

春休み こども救急教室
119番通報のしかたを習うほか、
心肺蘇生トレーニングツール

「あっぱくん」を使い、AEDパッド
の貼り付け、心臓マッサージを体験
します。また、会場入口にて救急
クイズ等のパネル展示もおこない
ます。
3月26日(水)／14:00～15:00／
講師：美馬市消防本部救急救助
課職員／小学生とその保護者対象／
先着10名程度(小学生)
※事前申込要(3/8～)

世界農業遺産 写真展
「にし阿波の傾斜地農耕システム」
は、2018年3月に、世界的に重要
な農林水産業を営む地域として、
国際連合食料農業機関（FAO）から
世界農業遺産（GIAHS）として
認定されました。今回の展示では、
傾斜地の暮らし・文化を写真で
紹介します。
4月13日(日)まで／図書館エン
トランスコーナー・板間のハコ／
写真:佐藤全俊さん(カメラマン・
美馬市在住)／協力:徳島剣山
世界農業遺産推進協議会

江戸時代後期に編まれた善行者
の略伝集のひとつ『阿淡孝子伝』
の翻刻をします。初心者の方も
ぜひご参加ください。
3月15日(土)／14：00～15：30／
中学生以上対象／先着15名程度
※事前申込要

みんなで古文書解読

保管期限の切れた雑誌やご寄贈
いただいた図書を無料で市民の
方々に提供します。

【雑誌】3月22日(土)／9:00～
【古本】3月27日(木)／9:00～
どちらもなくなり次第終了
※各初日(22日・27日)は午前9時
　より館内にて整理券を配布し
　ます。　
※冊数制限がありますので、   　
　あらかじめご了承ください。

リサイクル市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
← (祝日にあたる場合はその翌日)

　
日
ご
と
に
春
め
く
季
節
と
な
り
、
野
山
で
は
ふ
き

の
と
う
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
、
梅
の
花
が
ほ
の
か
に
香
る

な
ど
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の 

３
年

５
か
月
間
の
任
期 

を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
に
温
か
く
見
守
ら
れ
、
支
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地域おこし協力隊としての活動を終えて

地域おこし協力隊　松原 康子

　
私
は
、 

地
域
の
交
通
手
段
を
支
え
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
運
営
・
運
行
管
理 

を
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、

地
域
の
皆
様
の
日
常
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、 

ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
テ
ラ
ピ
ー
を
活
用
し
た
認

知
症
や
熱
中
症
予
防
の
啓
発
活
動 

に
も
取
り
組
み
、

地
域
の
健
康
維
持
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

巡
回
活
動
で
は
、
地
域
の
皆
様
に
情
報
を
お
届
け
す

る
と
と
も
に
、
お
困
り
ご
と
の
相
談
や
見
守
り
活
動

に
も
注
力
し
、
少
し
で
も
地
域
の
安
全
・
安
心
に
寄

与
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、 

地
域
特
産
品
の
販
路
拡
大
や
営
業
活
動
、

納
品
業
務 

に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
学
校
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
関
わ
り
、
地
域
づ
く
り
の
一
端

を
担
え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多

岐
に
わ
た
る
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
と
の
絆

が
深
ま
る
こ
と
を
日
々
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、 
こ
の
地
域
で
培
っ
た
経
験
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
、
地
域
に
貢

献
し
て
い
き
た
い 
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
デ
マ
ン

ド
バ
ス
業
務
は
、
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

交
通
手
段
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
支
え
て
い
け
る
よ
う
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
地
に
暮
ら
す
一
員
と
し
て
、
皆
様
と
と
も
に
歩

ん
で
い
け
る
こ
と
を
何
よ
り
の
喜
び
と
し
て
い
ま
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動

に
対
し
、 

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も 

大
好
き
な
こ
の
地
で
、
大
好
き
な
皆
様

と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
引
き

続
き
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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